
＜R5 中之島小学校 国際科 重点目標＞ 

 

 

【自己評価 結果】 

 評価項目 評価基準 評価 評価 

 

 

 

 

成 

 

果 

（１）いろいろな人（友達や外国の人

など）とコミュニケーションを図

っている。 

Ａ：肯定的評価が８０％以上 B：７０％

以上 

○児童アンケート 

「いろいろな人（友達や外国の人など）と

コミュニケーションを楽しむことができ

た。」 

○保護者アンケート 

「国際科の授業に楽しく参加することが

できた」 

 

 

82％ 

 

 

 

80％ 

 A 

（２）国際交流会等、外国の人々と関

わる活動を通して、自国や他国の

文化・伝統のよさに気付いている。 

Ａ：肯定的評価が８０％以上 Ｂ：７０％

以上 

○児童アンケート 

「活動を通して、外国と日本の違いやよ

さを感じることができた。」 

77％  B 

 

教 

育 

活 

動 

（１）ゲームやインタビューなど、ね

らいに応じたコミュニケーション

活動を取り入れることができた

か。 

Ａ：毎回実施した。 

Ｂ：2 回に１回以上実施した。 

 

毎 回 実 施

した 

 A 

（２）歴史や文化など、各国の特徴的

な内容を取り上げ、外国や日本の

違い、よさを感じさせることがで

きた。 

Ａ：各学期に１回以上実施した。 

Ｂ：各学期に１回以上実施できなかった。 

１ 回 以 上

実施した 

 A 

 

運 

営 

活 

動 

（１）ＡＬＴとの打合せの時間を確保

するために、事前に各担任と確認

し、時間の調整を行う。 

Ａ：８０％以上ＡＬＴと直接打合せする

ことができた。 

Ｂ：７９％以下しかできなかった。 

100%実施

した 

 A 

（２）外国の人と交流する機会を設け

る。 

Ａ：各学年、年間１回以上、交流の機会を

設けることができた。Ｂ：一部の学年しか

できなかった。 

各学年 1回

以 上 交 流

ができた 

 A 

英語活動を通して、コミュニケーション能力や対話力の育成を図る。 



 

【自己評価 考察】 

・全体を通して A が多く、重点目標をおおむね達成している。 

・児童アンケートの肯定的評価が１,２学期を平均して 82％であった。英語を介して、友達や外国の人と

のコミュニケーションをとることを楽しむことができた。 

・国際理解教育については、国際大学の留学生との交流を通して、その国の食べ物、気候、建物等を教え

てもらえることができた。児童からは中之島小学校の自然、好きな食べ物等について英語で留学生に話を

するなど、有意義な時間となった。 

・通常の授業では、ゲームやインタビューなどをペアで行ったり、児童を２グループに分けて行ったりし

て、楽しみながら学習に参加していた。 

・ＡＬＴとの打ち合わせについては、全時間、事前に行うことができた。そのため、活動が停滞すること

なく授業を進めることができた。ALT の役割、担任の役割をきちんと事前に打ち合わせをすることの重

要性を再認識した。今後も時間を捻出し、打ち合わせを行いたい。 

・全ての学年で、３学期に外国の方と交流することができた。今後も全学年で行えるように計画をしてい

きたい。 

 

 

 

【学校関係者評価 結果】評価委員６人 

評価項目 評価基準 評価 評価 

中之島小学校の国際科の取組は、重点

目標を達成している 

A：肯定的評価が５人以上 B：４人以下 ６人  A 

 

【学校関係者評価 考察】 

・スキー場ではインバウンドの影響で英語や中国語が飛び交っている。その現状を見ると、中之島地区は

今後、今よりも外国の方々とのコミュニケーションを取ることの重要性が高まっていくだろう。そう考え

ると、小学校段階で、もっと外国語に親しみ、外国の方とのコミュニケーションが楽しい、という子ども

を育てていくことが大切である。 


